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高齢化

老年期における表示の明視性の研究（６）　－レシートとカードの場合一

東京家政学院短大　今井弥生　○井滓尚子　高野美栄　　文化女子大

盛田　真千子　　仙台白百合短大　鈴木良子　　東京家敢大　長塚こずえ

　目的　レシート表示は購入時期、価格、計量等。消費者に伝える責務がある。

　本報は高齢者が日常手にするレシート及び多様化する各種カードにおける表示の可読性

につ万いて検討し。高齢者が日常生活でわかりやすい表示のあり方を提供する。

　方法　レシートは、公的・医療・販売の３機関に分類し、特に手にする頻度の高い販売

機関のものに注目した。1992年９月より、関東地区285店から無作為に1000枚（印字のも

のに限る) 収集し、デパート・スー/iー・小売り店に業種分けしたものの文字色、台紙色

を測色。続いて文字の大きさを測った。カードは、テレホンカード・乗車カード・キャッ

シュカード・医療カードに分類し、挿入la号、文字の大きさを測定。さらに、文字色、台

紙色,一見色（目立つ色）の測色を行った。試料の視感比較方法はJIS Z 8723に基づき。

色票はJIS Z 8721（標準色票）を用いた。

　結果　試料としたレシートの文字色は青紫と黒に大別される。青紫が主流で明度差0,5

～9､5のm淡がみられた。台紙色は主に白で、再生紙、感熱紙にわずかな色味がみられた。

文字の大きさは４段階(3.7 ﾐﾘ）、釣り銭、合計を強調したものが多く、書体により可読

性が異なる。カードは種類の識別有無が判別できず、特にテレホンカードはデザイン等が

優先し、挿入記号、カ-ド識別の表示がないものがある。前回の報告で老年期の表示は白

地に明るい青、紫文字の明視性が低かった。

　以上、レシートの印字は黒、または濃い青紫。再生紙には黒文字で、文字は大きくする。

付加価値のデザインよりも高齢者には実用性を重視しなければならない。

2Ap-6 老年期における表示の明視性の研究（1）-化粧品の場合-

大阪女学園短大　北村トモX,　夙川学院短大　○橘喬子、

就実短大　小田申久良子、滋賀女短大　成a 巳代子．

宇部短大　椋梨純枝．長崎県立女短大　青木迪佳

　目的　昨今氾濫する化粧弓類は日常生活必需品の１つである。購入や使用に当りヽ説明

などの表示が十分に理解出来ているのであろうか。その可読性について検討し、分かりや

すい色, 文字の表示について追求した。

　方法　日常使用している化粧品のパッケージに表示されている商品名、会社名、効能･

使用法なifの文字について、メガネ無し。メガネ有りの2 *準において、楽に見える、見

える、見えないの3 St贈で明視性を質問紙法により調査した。被験者はa 日本居住者で、

65歳～74歳の男女240名（A群）、75歳以上の男女69名（B群）、一計307名とした。

　結果　ｔ用者数の多い化粧品の表示について文字の大きさを1.0~ 10.0 n皿以上の12段階

とし。3段階評価の集計の結果■は、メガネ無しではA ･ B群共に明視性が低く。特に会社

名および効能・使用法は１～4 段階（I.Obb～2.5111）に集申しているが、見えない者の比

率が殆ど50％以上で明視性が非常に劣っている。白地に黒・資・紫文字の明視性はA ･ B

群共に高く、灰文字の明視性が低いことは前回の研究報告と同様であった。また、ピンク

地に黒文字、青地に白文字も比較的明視性が高いが、高級感を表している黒地に金文字。

金地に黒文字は明視性が低く、白地に金文字はやや明視性が高くなっている. B 群では12

段階でも見えない者の比率が一層高くなっている。明視性の要因には台紙色・文字色の明

度差が大きく影響しているが、文字の大きさ、太さ、艶の有無、材質感にも左右されると

思われる。化粧品の表示にはエレガンスなベールトーンの配色が多いが。高齢者の場合、

調査の結果から明視判断の不自由さがうかがえた。
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